
 [様式03]
	BCPの策定・運用体制


· 当社において、BCP（事業継続計画）を策定する体制、平常時にBCPの運用を推進する体制、及び緊急時にBCPを発動し継続対策を推進する体制は以下のとおりである。
· 各責任者は、経営者自らがあたるべきである。なお、サブリーダー、緊急時の体制におけるそれぞれの代行者について、以下のように定めることとする。
1. BCPの策定体制：

　①責任者　　代表取締役社長　　全国　一郎　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　②サブリーダー（必要に応じて複数名）





　　　
　
　　　専務執行役員　　　全国　二郎　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
2. 平常時におけるBCPの推進体制：

　①責任者　　代表取締役社長　　全国　一郎　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　②サブリーダー（必要に応じて複数名）





　　　
　
　　　専務執行役員　　　全国　二郎　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　③連携する取引先企業や協力会社　　△△警備保障株式会社　　　　　　　　　　　　　
　④一緒に取組む組合等の組織　　　　一般社団法人　○○警備業協会　　　　　　　　　
　⑤BCP運用の対象者　　　　　　　　従業員全員で運用する。　　　　　　　　　　　　
3. 緊急時におけるBCPの推進体制と主な役割
　①責任者
　代表取締役社長　全国　一郎　　　〔代行者〕専務執行役員　全国　二郎　　　　　　　
主な役割（例）：
・災害対策本部の設置判断 

・全社統括 

・方針の決定（営業・業務方針、出社方針、帰宅者対応方針等） 

・状況に応じた判断、指示 
　②ＢＣＰ事務局
リーダー　営業部長　北海　太郎　〔代行者〕警備部長　青森　太郎　　　　　　　　　
主な役割（例）：
・災害対策本部の設営、運営 

・方針案の検討 

・災害対策本部長指示事項の従業員への展開及びフォロー
・複数部署間の調整 

③情報収集担当

リーダー　総務部長　岩手　太郎　〔代行者〕総務課長　宮城　太郎　　　　　　　　　
主な役割（例）：
・災害情報、従業者情報、顧客情報及び取引先情報、物的情報、システム情報の収集
④従業員支援担当
リーダー　総務部長　岩手　太郎　〔代行者〕総務課長　宮城　太郎　　　　　　　　　
主な役割（例）：

・通報連絡（火災および負傷者が発生した時） 

・初期消火（火災が発生した時） 

・応急救護 

・避難誘導 

・残留者対応 

・衛生管理 

⑤安否確認担当

リーダー　総務部長　岩手　太郎　〔代行者〕総務課長　宮城　太郎　　　　　　　　　
主な役割（例）：
・安否確認の実施 

・安否確認結果の報告、未報告者（不明者等）への対応 

・来訪者の状況確認

⑥事業資源担当
リーダー　警備部長　青森　太郎　〔代行者〕警備課長　沖縄　太郎　　　　　　　　　
主な役割（例）：
・施設・設備の被害状況確認 

・二次災害の防止対策（火災、水漏れ、施設被害、危険物拡散等への対応）
⑦顧客・協力会社担当
リーダー　営業部長　北海　太郎　〔代行者〕営業課長　鹿児島　太郎　　　　　　　　
主な役割（例）：
・顧客被害状況の把握 

・協力会社との調整、協力要請
⑧情報システム担当

リーダー　営業部長　北海　太郎　　〔代行者〕営業課長　鹿児島　太郎　　　　　　　　　
主な役割（例）：
・社内システムの被害状況確認 

・保守業者等への支援要請 
⑨財務担当
リーダー　総務部長　岩手　太郎　〔代行者〕総務課長　宮城　太郎　　　　　　　　　
主な役割（例）：
・資産保全 

・必要資金の確保 

・取引先への支払い 

・給与の支払いおよび見舞金の手配 
4. ＢＣＰの発動（災害対策本部の設置）基準（例）
＜地震の場合＞
地震発生時は、次の基準に従い、ＢＣＰ体制を発令する。（災害対策本部を設置する。）
自動設置の基準：当社事業活動地域内で震度６弱以上の地震が発生した場合。
責任者判断設置の基準：当社事業活動地域内で地震が発生し、地震の規模によらず当社拠点において被害が発生している可能性がある場合。
※社長および代行する役員と連絡が取れない場合は、総務部長が設置を判断する。 

＜台風などの風水害の場合＞
台風発生などの風水害が予測される時は、次の基準に従い、ＢＣＰ体制を発令する。（災害対策本部を設置する。）
・事業活動地域内で災害発生の可能性がある場合。
・社長により設置が必要と判断された場合。
＜その他リスク発生の場合＞
その他リスクは、次の基準に従い、ＢＣＰ体制を発令する。（災害対策本部を設置する。）

・事業継続に著しい影響が予測される場合。
・社長により設置が必要と判断された場合

※　個人情報が記載してあるため、取り扱いに注意すること。
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